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○新病院整備推進室の設置について 

 本院の老朽化した病棟を再構築し、患者さんを中心

とした診療体制重視の新病院建設を推進するため病

院長直属の「新病院整備推進室」が設置され、10 月

27 日午後５時から施設・環境部長をはじめ診療科長

等の出席のもとに開所式が行われました。同推進室は、

室長に北副病院長が、副室長には宮地教授と久本事務

部長がそれぞれ就任され、事務部職員（専任・兼任）

若干名から構成されます。 
 同推進室では、今後、新病院建設基本ソフトなどの

実施計画の立案と調整、債務償還計画等の業務を行う

こととなりますので皆様のご協力をお願いいたしま

す。（写真：左から久本副室長，宮地副室長，北室長，金谷施設・環境部長） 
 
 

 

 

１．患者中心の開かれた病院として、

安全で質の高い医療を提供する。 

２．新しい医療の開発と実践を通して、

社会に貢献する。 

３．専門家としての責任と使命を自覚

し、人間性豊かな医療人を育成する。 
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§総合診療科長 新保卓郎 
平成 16 年 9 月 1 日より、総合診療科長に就任致しましたのでご挨拶申し

上げます。 
総合診療科には幅広い問題を抱えた患者様が受診されます。例えば、診

断が未定の方、複数の慢性疾患や心理社会的背景のある方、あるいは救急

急性疾患の方などです。我々の目標は、このような幅広い問題に対処でき

る能力と意欲を持った臨床医の集団であることです。特に磨きたい技能は

次のようです。 
1. あらゆる症状･広い問題に対する診断学 2. 医療コミュニケーショ

ン 3. 心理社会的アプローチ 4. 予防医学的アプローチ 5. EBM 的臨床

問題解決技法 6. 診療の質の管理 

私自身卒業後 25 年たってなお、診療現場での診断には緊張感を覚えます。日々チャレンジした

いところです。 
今後病院内での体制の変化も予定されています。我々としては、日常診療の積み重ねの中でこれ

を医学教育に活かし、また複雑な問題を総合的にマネージメントできる能力を磨きたいと考えてい

ます。 
【略歴】 
昭和 54 年 3 月  慶應義塾大学医学部卒業 

昭和 54 年 4 月  慶應義塾大学医学部内科学教室 

昭和 56 年 5 月  栃木県済生会宇都宮病院内科   

昭和 58 年 5 月  慶應義塾大学医学部内科学教室 血液・感染症・リウマチ科   

昭和 61 年 7 月  国立東京第二病院（現国立病院東京医療センター）内科   

昭和 63 年 4 月  同院 総合診療科 併任   

平成 元年 10 月  米国Pennsylvania 大学 Section of General Internal Medicine 

平成 3 年 10 月   国立東京第二病院 内科 

平成 9 年 8 月   京都大学医学部附属病院総合診療部  助教授   

平成 11 年 4 月    京都大学大学院医学研究科 臨床疫学 助教授 

平成 16 年 9 月   京都大学医学部附属病院総合診療科  診療科長 
 

 
 

 

 
本年７月から８月にかけ、院内において多剤

耐性緑膿菌による感染があり、残念ながら２名

の患者さんが死亡されました。詳細については、

９月２日（木）に記者会見を行い、すでにテレ

ビ、新聞等により報道がなされておりますが、

発生から今後の取組み等について、以下のとお

り経過報告します。 
死亡された２名の患者さん及び入院患者さ

んから同一の多剤耐性緑膿菌が検出され、８月

下旬に御遺族に多剤耐性緑膿菌による感染に

ついての説明を行いました。また文部科学省を

はじめとする関係機関へも速やかに報告しま

した。 

感染経路については、院内に外部の専門家を

含めた評価委員会を設置し、原因究明及び再発

防止策等に取り組んでおります。 
 今後、調査委員会及び評価委員会での検討に

基づく報告書が作成された後、改めてその内容

について、公表していく予定にしております。

また本院としても、各病棟における感染予防に

関しては、万全の対策を講じるとともに、患者

さんに不安を与えることのないよう診療活動

に邁進することとしております。 
（感染制御部）

２．多剤耐性緑膿菌による感染について 

１．新任診療科長挨拶 
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「薬剤溶出性ステント導入後の虚血性心疾患治療戦略」 

循環器内科 助教授 木村 剛 

 

虚血性心疾患治療の領域における最近の最大

の進歩は疑いもなく、薬剤溶出性ステントの導

入である。薬剤溶出性ステントとは、従来から

冠動脈疾患のカテーテル治療に用いられていた

ステントに、免疫抑制剤などの細胞周期を抑制

する薬剤をコーティングし、血管壁局所に高濃

度の薬剤を徐放させ、平滑筋細胞などの増殖を

抑制し再狭窄を予防しようとするものである。

RAVEL 試験、SIRIUS 試験、TAXUS 試験といった

ランダマイズドトライアルで証明された著明な

再狭窄抑制効果は、RESEARCH レジストリーや

e-CYPHER レジストリーといった実地臨床の成

績としても再確認された。 

従来、冠動脈インターベンション(PCI)とバイ

パス手術(CABG)を比較するランダマイズドトラ

イアルの一般的な結論は、生命予後には差がな

いが、再度の血行再建を要する頻度が、PCI に

おいて有意に高いというものである。薬剤溶出

性ステントによる再狭窄抑制効果はきわめて明

確であり、実際に多枝疾患に対するシロリムス

溶出性ステント(CYPHER) 症例を登録した

ARTS-2 レジストリーでは、同様の症例を登録し

た ARTS-1 試験のCABG 群と比較して、再度の血

行再建を含めた 6 ヶ月の主要心事故回避生存率

において、同等以上の成績が報告されている。 

一方、薬剤溶出性ステントの安全性について

は、「適切な抗血小板療法を行えば、ステント血

栓症の頻度は従来の金属ステントに比し、決し

て高くない」というアナウンスが FDA より出さ

れており、現状では特に問題ないと考えられて

いる。ただ、最近、薬剤溶出性ステント留置後

1-2 年の時期に、抗血小板療法の中止を契機に

して、遠隔期ステント血栓症を発症した 4 例が

報告された。薬剤溶出性ステントを留置した患

者総数や抗血小板療法を中止した患者総数が不

明であり、その意義付けは困難であるが、当面

は抗血小板療法を長期に投与するということで

慎重に対応するのが妥当であろう。今後は、長

期の安全性について、多数症例の長期追跡デー

タの詳細な検討が必要とされる。 

 長期の安全性が確認されれば、薬剤溶出性ス

テントの効果は再度の血行再建を要する頻度の

減少に留まらず、糖尿病例や左主幹部疾患例な

ど重症例の生命予後改善に繋がるものと思われ

る。これらの症例における薬剤溶出性ステント

留置後の長期予後が CABG に劣らないというこ

とを証明し、薬剤溶出性ステントを用いた PCI

という低侵襲治療を、従来 CABG の適応とされて

きたハイリスク患者に安全に提供することが、

今後の虚血性心疾患治療の重要な方向性である。 

日本においても、本年 8 月よりシロリムス溶

出性ステント(CYPHER)が保険償還され臨床使用

が開始されている。京都大学病院においてはこ

の新しい薬剤溶出性ステントを積極的に使用し

て、1 回の治療で冠動脈の血行再建が完結する

ように努めている。同時に全国のハイボリュー

ムセンター36 施設と連携し、j-CYPHER レジスト

リーという 15000 例規模の症例登録研究を開始

し、この新しい薬剤溶出性ステントを用いた

PCI の安全性と有効性の長期評価を行っている。

 
 

 
                    

 

 

 

◇医療制度に関する意見交換会 

 京都府医師会から「これからの日本の医療は

どうあるべきか」という課題について、本院職

員と意見交換会を実施したいとの要請があり、

７月２９日（木）に同医師会幹部職員と本院職

員との意見交換会が第一臨床講堂で実施され 
 

た。当日は、テーマである医療制度問題等が題 
材となっている映画「ジョン Q」を上映後、医

師、看護師、コメディカル等、７０名を越える

本院職員が出席し、国民皆保険体制、混合診療、

医療費等の問題について、医師会幹部職員と活

発な意見交換がなされた。 
 

３．最先端医療シリーズ 

４．本院の動き 
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◇第１回京都大学トランスレーショナルリサ

ーチ（ＴＲ）・シンポジウム－戦略的ＴＲ－ 

去る８月２０日（金）に芝蘭会館稲盛ホール

にて「第１回京都大学トランスレーショナルリ

サーチ（ＴＲ）・シンポジウム－戦略的ＴＲ－」

が、京都大学医学部附属病院探索医療センター、

同医療開発管理部、並びに京都大学医学研究科

知的財産経営学コースの主催により開催された。  
このシンポジウムは、探索医療センター（以

下、センター）が平成１３年４月に設置され、

今年３月で３年が経過し、探索医療開発部、探

索医療検証部、探索医療臨床部の３部体制も整

ったこと。また、６つの流動プロジェクトも順

調に研究を推進していることなど、その活動成

果の発表・報告の場として、全国の医学系大学・

病院・研究施設、関連企業などを対象に開催し

た。 
テーマは、センターの活動と今後の展望、Ｔ

Ｒの原則と実践、ＴＲと知的財産・事業化、ま

た、センター各流動プロジェクトによるＴＲ・

ワークショップというかなり盛り沢山な内容に

ついて、センターが今まで進めてきたこと、今

後ＴＲを推進していくうえでの問題点などを中

心に講演などが行われた。 

 
シンポジウムの様子 

 
◇重慶市大学関係者病院見学会 

 ９月１０日（金）に中国重慶市の各大学教員

等３２名を対象とした本院の見学会が実施さ

れた。同見学会は、立命館大学から依頼があっ

たもので、中国に対する ODA 事業（中国内陸

部人材育成事業）の一環として、重慶市の各大

学幹部クラスの教員を立命館大学が受入れ、滞

在期間中に国内の国立大学及び私立大学の大

学改革関係の研修を行うこととなっている。本

院の見学も京都大学の改革事例の講義等を受

けた後、最先端医療の現場を実際に見学したい

とのたっての要望があり実施したものである。

当日は、一山病院長補佐から本院の概容につい

て説明を受けた後、各病棟及びデイ・サージャ

リー診療部を見学した。また探索医療センター

の清水教授から同センターにおける研究内容

についての講義があり、約２時間の見学会を終

了した。 
 
◇平成１６年度医学部附属病院職員接遇研修 
去る９月１３日（月）に、臨床第一講堂におい

て平成１６年度医学部附属病院職員接遇研修が

開催され、看護師、技師、事務職員等を中心に、

計１８４名の参加者があった。 
研修は、大学の法人化に伴い、患者中心の医療

が求められている現在、病院職員としての基本的

な心構えと接遇について学ぶために企画され、久

本事務部長から「患者中心の医療とは －職員接

遇研修の開催にあたって－ 」について講義があ

り、次いで、外部講師として、ニチイ学館の本田

志津子講師を招き、「よりよい患者サービスのた

めに」と題して、具体的な事例や電話応対時のロ

ールプレイング等も交えながら有意義な講義が

あり、接遇についての基本的知識を深めた。 

 
講師の話に聞き入る参加者 

 

◇京大関係病院長協議会定例総会 

 平成１６年度京大関係病院長協議会定例総

会を９月２５日（土）に芝蘭会稲盛ホールで開

催した。本年は、卒後臨床研修必修化の状況、

本院救急部の現状等を報告するとともに、京都

新聞編集委員兼論説委員の川端眞一氏、堀場製

作所人事教育部長の野崎治子氏による講演が

あった。また、各関係病院長から医師不足、医

師派遣等に関わる深刻な状況について報告が

あり、今後、対応していくべき方策について、

活発な意見交換がなされた。 
なお、京大病院の各診療科長等の出席につい

ては、１２診療科（部）において代理出席とな

っており、本総会の持つ重要性等を鑑みれば、

少し軽視されているのではないかとのお叱り

のご意見等もいただき、来年度以降は是非とも

全診療科長の出席をお願いしたいとの田中病

院長からのコメントがあった。
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腫瘍外科(第一外科)：大腸直腸

癌が増加していますが、手術後

の再発も増えています。最新の

FDG-PET を駆使して全身のチ

ェックを行うとともに、CT と

の合成画像を開発し、再発の適

切な手術、放射線治療、化学療

法を行っています。また直腸癌

に対して肛門括約筋切除を伴う

肛門温存術を導入し、人工肛門

を回避して術後 QOL の向上に

貢献しています。是非大腸専門

外来にご相談下さい。（専門外来

は水曜日と金曜日、または

751-4460（外来）か 751-3220
（病棟）にご相談下さい）。 
 

心臓血管外科①：弁膜症に対す

る弁形成術(人工弁を使わず、患

者さんの弁を修理します)が注

目を集めています。術後安全で

ほぼ健康人の生活に戻れるから

です。当科には各地大都市や九

州四国など遠方からも患者さん

が弁形成を希望して来院されま

す。弁形成術には多年の高度経

験が必要で、形だけの看板を出

していても本格的にそれができ

る病院は稀です。誤った病院選

択をして弁置換になる前にご相

談下さい。【心臓血管外科ホット

ラ イ ン は 075-751-3788 か

3789】 
心臓血管外科②：心臓病の患者

さんは重症のため移動にも注意

が必要なことがよくあります。

そうした患者さんには当院から

の救急車によるお迎えが必要な

ため、以前から病院側と交渉し

て来ましたが、最近かなりそれ

ができるようになりました。独

立行政法人化で私達の患者さん

本位の姿勢が当然と認識される

ようになったからです。心臓病

患者さんを抱えておられる先生

方は、是非当科へご連絡下さい。

手術できるかどうか不明な重症

患者さんも同様にご相談下さい。

【心臓血管外科ホットラインは

上記】 
 

形成外科：顔面（口唇，口蓋裂，

小耳症など），手足（多指症，合

指症など）の先天性疾患，その

他体表面のあらゆる変形，腫瘍，

色調異常の手術を行っています。

また，熱傷，瘢痕，ケロイドの

治療も当科の柱です。顔面外傷

に対しては新鮮例，陳旧例を問

わず対応しています。頭頚部な

どの悪性腫瘍切除の再建手術は

他科と協力しながら進めていま

す。最近は高齢者の QOL を高

めるために，眼瞼下垂や難治性

潰瘍の手術治療を積極的に行っ

ています。また乳癌手術後の乳

房再建手術行っていますので相

談してください。 
 

歯科口腔外科：睡眠時無呼吸症

候群に対する口腔内装置による

治療が今年度より保険適応にな

りました（呼吸器内科や耳鼻科

で睡眠検査によって診断され紹

介された場合）。当科では 1994
年よりこの治療を行っており、

日本睡眠学会に認定された担当

医*は日本の歯科口腔外科で最

多の診察実績があります。また、

下顎が後退したり、小さいため

に起こる無呼吸に対しては顎矯

正手術で改善させることも可能

です。専門外来は月曜午後に開

いていますが、毎日の初診にご

紹介下さい。（*吉田和也 075- 
751-3729） 
 

消化器内科：日本において慢性

炎症性腸疾患（潰瘍性大腸炎、

クローン病）が増加しています。

当科では、これらの難治性疾患

に対して白血球除去療法、免疫

抑制剤および抗 TNFα抗体など

による最新の治療を行っていま

す。また、栄養管理科とも連携

をとることで個々の患者様に応

じた食事指導を行い、患者様の

QOL の向上に努めています。炎

症性腸疾患に関することでセカ

ンドオピニオンを含めた質問な

どございましたら、気軽にご相

談ください。 

 

光学医療診療部：京大病院の消

化管、胆膵疾患、呼吸器疾患の

内視鏡診断と治療のすべてを担

当しています。小腸移植後の拒

絶反応の早期診断や、生体肝移

植後吻合部狭窄に対する内視鏡

治療などに加え、早期食道癌、

胃癌、大腸癌に対して積極的に

内視鏡的治療を行っています。

また他の病院に先駆けてカプセ

ル内視鏡やダブルバルーン方式

小腸内視鏡を導入し、これまで

診断が困難であった小腸疾患の

診断と治療に力を注いでいます。

内視鏡診断、治療についてのご

相談をお待ちしております。

（075-751-4596） 
 
免疫・膠原病内科：わが国にお

いて膠原病診療を中心とする講

座は極めて少なく、近畿圏では

その傾向が著明です。当科は三

森教授のもと、膠原病・リウマ

チ性疾患・免疫疾患における研

究・臨床・教育の拠点作りを目

指しています。また免疫疾患領

域において近年注目されている

生物学的製剤も積極的に導入し

ています。リウマチ・膠原病に

おける薬物治療も確実に進歩し

ていますので、関連疾患におい

てお困りの場合はぜひご相談く

ださい。 

 

 

５．各科・部からのメッセージ 
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探索医療センター・探索医療

検証部：わが国初、そして唯一

の臨床研究・臨床試験支援・推

進のための専門部門です。われ

われのゴールは疾病征圧です。

そのために重要な各疾患の治療

成績向上を目指して戦略的にア

プローチしています。同部は臨

床試験指導医師、生物統計家、

薬剤師、看護師、システムエン

ジニアを擁し、これまでに60を
超える臨床研究・臨床試験の企

画・実行・管理・解析を支援し

てきました。文科省による神戸

の先端医療振興財団・臨床研究

情報センター・臨床研究運営部

(URL:http://www.tri-kobe.org
）と連携して世界をリードでき

る基盤を構築しました。臨床研

究・臨床試験の支援について、

いつでも申しつけ下さい。

(URL:http://www.kutrc.org） 
 

外来化学療法部：平成 15 年 10

月開設以来、１年間で延べ患者

数 7,711 人、実患者数 602 人、

現在一日平均患者数は約 36 人

になっています。すべての悪性

腫瘍患者を受け入れるべく独自

のデータシステムを更新し、有

効かつ安全な標準療法外来レジ

メンの確立のため、データベー

スに基づくクリニカルオンコロ

ジーの研究・実践を行っていま

す。オンコロジスト・オンコロ

ジーナース・オンコロジーファ

ーマシストの育成プログラムを

開 始 予 定 で す 。 見 学 は

075-751-4836 までご連絡下さ

い。 

 

輸血細胞治療部：安全で適正な

輸血療法を推進させるため、中

央診療センター一体となって日

夜努力しています。輸血検査・

管理 24 時間体制の構築のほか、

平成 17 年 1 月からはベッドサ

イドでのコンピューターによる

患者確認などのインテリジェン

トな輸血管理システムが逐次稼

働する予定です。また、分子細

胞治療センター(CCMT)では、

造血幹細胞移植にもちいる移植

細胞の一元管理を実施するとと

もに、膵島移植など先端的な細

胞治療や再生医療開発に必要な

治療用細胞の作製を行っていま

す。 
 

地域ネットワーク医療部：当

医療部ではソーシャルワーカー、

専任看護師、医師からなるチー

ムで、患者・家族が医療の恩恵

を最大限享受して、ＱＯＬの高

い生活を送れるように支援を行

っています。入院から在宅にス

ムースに移行できるように支援

プラン相談や環境調整を行う退

院支援、目的に応じた医療を継

続するための転院支援、通院中

の患者・家族のさまざまな相談

に応える療養相談などを行って

います。また、本年６月からは

部内に地域医療連携室を設けＦ

ＡＸによる紹介患者事前予約シ

ステムを開始いたしました。予

約用紙は京大病院ホームページ

からもダウンロードできますの

で、是非ご活用下さい。（地域医

療連携室：電話 751-3110、FAX 
751-3115）さらに、京大病院か

ら地域医療機関への逆紹介の促

進や、地域との研修会などによ

る交流の活発化などを今後の課

題として取り組んでおります。

退院後のかかりつけ医や訪問看

護等のご依頼、患者紹介や逆紹

介など、大学病院と地域医療機

関との橋渡しをする部門として

地域医療連携の円滑化に努力し

ていきたいと考えております。 
 

医療情報部：当部では、病院の

基幹情報システムの運用のみな

らず、医療への情報技術の応用

を目指して活動しています。Ｖ

Ｒ（仮想現実）技術を用いた医

療手技シミュレータの開発や、

他の医療機関との円滑な情報連

携を目指して、XML 技術を用

いた地域医療連携システムの研

究開発を行っています。このよ

うに、多角的な観点から社会に

貢献する医療基盤の実現をめざ

した活動を行っています。 
 

薬剤部：手術部での薬剤師によ

る医薬品定数セット供給システ

ムが１２月より稼働します。手

術前日、担当薬剤師が専用医薬

品保管庫に定数セットを充填し、

手術当日麻酔医が術式に適した

定数セットを麻酔用カートに充

填し、手術室で使用します。術

後、定数セットは返却専用の薬

品保管庫に返却され、手術予定

表をもとに薬剤師によって使用

医薬品の監査が行われ、使用薬

品が把握されます。本システム

によって手術部内での安全かつ

適切な医薬品の使用が図れるも

のと期待されています。 

 

検査部：臨床検査の種類や基準

値に対する社会的関心が高まっ

ており、臨床検査サービスの良

否が重要視されています。当検

査部では平成 14 年度に最新の

検査システムを導入して、採血

から成績報告までトータル 2 時

間以内に完了できる外来至急検

査を開始致しました。さらに腫

瘍マーカーやホルモン検査等の

特殊検査も精度の向上と採血当 

日報告の拡大を実現しています。

迅速な検査報告と高度な病態解

析情報を提供できる信頼の検査

部を目指しています。 

 

卒後臨床研修センター：卒後

臨床研修の必修化への当院の取

り組みの拠点として、平成 15
年 1 月に設置されました。関連

病院その他協力施設と連携しな

がら、医師としての基本的診療

能力の研修に主眼を置いたプロ

グラムを運営しており、平成 18
年度からは歯科医師の研修プロ

グラムも開始する予定です。学

部教育や専門医教育体制など関
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連する種々の議論と緊密に連絡

をとりながら、特色ある「京大

プログラム」の構築に努めます。 
 

看護実践開発センター：平成

16 年度に院内に新設されまし

た。センターでは、“先端医療お

よび医療の安全性を高めるため

の技術開発”、“研究開発のため

の情報収集・発信”、“実践支援

のための教育プログラムの構築、

リーダーの育成”などを目指し

ています。先日、「糖尿病患者フ

ットケア」と題する本を編集・

出版しました。現在は、糖尿病

や褥瘡、救急蘇生や輸液管理な

どに関する研修を企画、実施し

ています。関心のある方は、

075-751-4238（TEL、FAX）まで。 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

消化器内科のスタッフは平均年齢が若く

(？)、皆、とても仲がよいのが特徴です。公

私にわたって助け合いながら、抜群のチーム

ワークで毎日の激務を乗り切っているわけで

す。それぞれ様々な趣味を持っているのです

が、当科で胆膵疾患の診療責任者である八隅

先生と、炎症性腸疾患のスペシャリストであ

る仲瀬先生、(ここに筆者を加えた３名)が集

うと盛り上がる話題と言えばなんといっても

格闘技です。ただし、“格闘技をする”のでは

なく、あくまでも“スポーツとして観戦を楽

しむ”だけですので、両先生の風貌から勝手

に誤解のないようにお願いします。毎週、仲

瀬先生が買ってくる“週間ファイト”を熟読

し、今週の PRIDE の試合結果や、新日本プ

ロレスの将来について熱く語り合うことが、

日頃のストレス解消に少しは役立っているの

かもしれません。なんとなく粗暴な趣味のよ

うに見えるかもしれませんが、診察室で突然、

空手チョップを披露したりはしませんので、

ご安心ください。 
紹介者：消化器内科助手 丸澤宏之

 
 

 
 
 
 

 

 
渡部大介先生は今年で８年目、まさに多芸

多才というべき人です。休日はバイクにまた

がり一人旅に出たり、カヌー、釣りなどアウ

トドア派。また浜田省吾が好きでライブも行

けるだけ行くといい、自らもよくギターを弾

くとのことです。画才もあり、研修医の頃は

カルテの眼底スケッチが丁寧に書き込んであ

ることで有名で、コメディカル向けのテキス

トでイラストを担当したという逸話もありま

す（本文は？）。一方、診療にも真剣に取り組

んでおり、病棟では他の医員のまとめ役、若

手の兄貴分的な存在です。またこの春大学院

を卒業しましたが、今も夜遅くまで研究室で

実験を続けています。と、ここまで書いてき

て先生がまだ独身でいることを思い出しまし

たが、深く追求するとまたバシバシ叩かれそ

うなので、ここら辺で筆者にとっては大学時

代のラグビー部の先輩にもあたる渡部先生の

紹介を終わります。 
紹介者：眼科（大学院２回生） 平見恭彦

 
 

 

６．名物先生紹介 

 

§§消消化化器器内内科科   八八隅隅秀秀二二郎郎先先生生＆＆仲仲瀬瀬裕裕志志先先生生  

今号から各診療科（部）を背負って

立たれている先生方を順に紹介し

ていく予定です。 

 

§§  眼眼  科科   渡渡部部大大介介先先生生  
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 腫瘍外科は難治性の消化器癌を扱っており

スタッフ全員が朝から深夜まで忙しい。その

中で病棟医長として獅子奮迅の働きをしてい

るのが渡辺剛先生である。図体が大きいので

遠くからでも存在感があるが、丁寧な指導で

研修医にも人気がある。病棟のベッドのやり

くりに多大なストレスを背負っていると思わ

れるが、一向に痩せないのは大らかな性格な

のであろうか。臨床では食道癌の研究に精を

出し、国際的にも認められた優れた仕事をし

ている。海千山千の強者たちの中で、確かな

ハーモニーを導く人柄に教室員は深い信頼を

寄せている。趣味はスポーツ全般で、学生時

代は華麗にスキーをこなしていた（スモーと

の話もあるが）とのこと。二児の父親で子煩

悩であるが、目下のところ休日もないなかで

円満な家庭を維持することに苦心している。

優しさと豪快さ、繊細さ（？）を持ち合わせ

た性格に難治癌患者の寄せる期待は大きい。

   紹介者：腫瘍外科助教授 小野寺 久 
 
 

 
 
 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

昭和５７年卒で、芝蘭会硬式テニス部の先 
輩です。第二外科（肝臓外科）、アメリカ留学

（肝移植臨床）を経て 1996 年から移植外科

で生体肝移植の立ち上げに約 10 年間携わっ

てこられました。そのバイタリテイーから原

子炉を背負っていると噂される田中教授とと

もに、負けないくらいの熱い想いで坂道をこ

つこつと登ってこられ、外来の患者さんは数

え切れないほど多く、研究に対する情熱も維

持して、八面六臂のご活躍です。顔と声が大

きくて、怒られてるのかと勘違いする人もい

て、本人は少し気にしてるみたい。疲れるこ

とは無いのですか、とお尋ねすると、「疲れる

ことはあるよ。でも自分達を信じてやって来

る患者さんをずっと背負い長生きしてもらう

のが使命だから。」という返事が返ってきます。

お酒とマウンテンバイクで山登りをするのが

好きで、休日の息抜きがあれば、仕事場では

益々冗談と駄洒落を連発。そのお酒も最近は

体重と膝にかかる負担と年齢（？）を気にし

て少し減らし気味。 
紹介者：移植外科講師 上田幹子 

 
 

 

 

 

§§臓臓器器移移植植医医療療部部   江江川川裕裕人人先先生生  

 

§§腫腫瘍瘍外外科科   渡渡辺辺剛剛先先生生  
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「１００床病院で思うこと」     

                   京都逓信病院 院長 久萬田俊明 

 

大学に対して要望等を書くようにとの依頼

を受けました。日頃感じていることを２～３

述べさせていただきます。 
１）大学人事で赴任してくる医師は協調性が

あり、臨床のできる人物であってほしい：と

りわけ当院のような小規模病院では医師一人

の言動が組織を乱し、経営の足を大きく引っ

張ります。修復には大変な労力と時間を要し

ます。 
２）臨床の現場では救急治療のできる医師が

必要：救急医療が修練できる施設は限られて

います。大学は教育の一環として学生を６回

生から救急の現場に貼り付け、卒後１年目を

基本的な救急治療の修練の場に当ててはどう

でしょうか。 
３）大学での検査入院に短期入院枠を：勤め

人の大半は短期間しか休暇が取れません。大

学に２～３日で検査のできる入院枠があれば

便利です。 
４）大学病院で急性期を脱したがまだ入院治

療の必要な患者は関連病院へ転院を：大学は

入院日数の短縮になり、転院先病院は地域住

民への宣伝や病床稼働率上昇に繋がります。

このためにも京大病院地域医療連携室が地域

との連携の拠点としてフル活動できるよう今

後の充実が待たれます。 
 
 

 
 
 
 
 

７．読者より 

８．紹介患者予約システムについて 

 地域医療機関との連携と患者サービスのより一層の向上を図るため、平成１６年５月より運

用を開始しております。ご紹介して頂いた患者様に対し予約受付を行い、スムーズに受診して

いただけるシステムです。 
  
【申込手続】 
①医療機関より、本院が定めた患者登録票に必要事項を記入の上FAX送信していただく。 
②予約受付が完了したら、本院より予約確認票を医療機関にFAX送信いたします。 
③患者さんは、予約当日、予約時間の１５分前に来院していただき、外来棟1階②窓口に診療 
 情報提供書、予約確認票、保険証等を提出していただいて手続が終了します。 
 

【受付担当部署及び問い合わせ先】 

京都大学医学部附属病院紹介予約担当 

電      話   ０７５－７５１－３１１０ 
受付専用FAX   ０７５－７５１－３１１５ 
受 付 時 間  平日 ９時～１６時３０分 
（※土日・祝祭日及び年末年始は受付事務は行っておりません） 
 
☆患者登録票は、本院のホームページからプリントアウトが可能です。 
HPアドレス（http://www.kuhp.kyoto-u.ac.jp/~iji/syoukai_html/index_0001.html） 



　　　外来診療担当医表　１階　（２００４年１２月） 京都大学医学部附属病院

TEL751-4400 TEL751-4400
FAX751-4402 FAX751-4402

曜日
診察室

初　　診 初　　診 骨粗鬆症外来 脊柱外来 股関節外来

１１１
TEL（4478）

１０１ （総診） （総診） （第1,3,5週午後）
TEL（4403) 再　　診 再　　診 再　　診 再　　診 腫瘍外来 骨軟部系統疾患 スポーツ膝肩外来 股関節外来 腫瘍外来

１１２ 戸口田淳也（第1,3,5週）

TEL（3697） 坪山直生（第2,4週）

（総診） （総診） （総診） （総診） （第2,4週） （第1,3,5週午後） （第2,4週）
初診（学生係） 初診（学生係） 初診（学生係） 初診（学生係） 初診（学生係） 腫瘍外来 脊柱外来 股関節外来

 １１３ 清水　基行
 TEL（3698） 秋山治彦(12/16以降)

１０２ （総診） （総診） （総診） （総診） （総診）    
TEL（4416) 予防医療クリニック 予防医療クリニック 一般外来

松森　由希子 １１４
高橋　裕子 TEL（4533）
（総診） （総診）

リエゾン精神医学 リエゾン精神医学 リエゾン精神医学 予防医療クリニック 一般外来 一般外来 一般外来 一般外来 一般外来

１１５ 清水　基行
TEL（4534） 秋山治彦(12/16以降)

１０３ （総診） （精神） （精神） （総診）
TEL（4404) 予防医療クリニック 脊柱外来 リウマチ外来 上肢外来 スポーツ膝肩外来

１１６
TEL（4535）

（総診）
再　　診 再　診 再　　診 再　　診 脊柱外来 リウマチ外来 上肢外来 スポーツ膝肩外来

１１７
TEL（4536）

１０４ （総診） （総診） （総診） （総診）
TEL（4405) 再　　診

※専門外来の新患は紹介状が必要。無ければ１１５号室で受付

（総診）
初　　診 初   診 再　　診 初　診 初　　診 TEL751-4400

曜日

１０５ （総診） （総診） （総診） （総診） （総診） 診察室

TEL（4406) 再　　診 再　　診

一　診

（総診） （総診）
初　　診 初　　診 初　　診 初　診 初　　診

二　診
　

１０６ （総診） （総診） （総診） （総診） （総診）
TEL（4407) 再　　診 再　　診 再　　診

※あらかじめ予約が必要となります　  〔連絡先０７５－７５１－４３５０　時間１３：００～１７：００〕
※遺伝子診療部担当医は全員兼任のため、予め時間調整を行って外来を担当していますので、

（総診） （総診） （総診） 　　必ずしも上記の表のとおりにならないこともあります。オーダリングによる予約はできません。　　　　　　　　　　　
初　診 初　　診 再　　診 初　　診

精神神経科外来担当医表
１０７ （総診） （総診） （総診） （総診）

TEL（4408) 再　　診

曜日
（総診） 診察室

一　診 吉岡隆一（2,4週）
深尾憲二朗（1,3,5週）

１０８
TEL（4409) 二　診

児童外来
三　診

高齢者健康増進 高齢者健康増進 高齢者健康増進 高齢者健康増進 高齢者健康増進

摂食障害
四　診

１０９ （老年） （老年） （老年） （老年） （老年）
TEL（4410) 探索医療 探索医療 探索医療 探索医療 探索医療 　

五　診

（消内） （消内） （消内） （消内） （消内）   　
初　　診 初　　診 初　　診 初　　診 初　　診 六　診

　
１１０ （総診） （総診） （総診） （総診） （総診） 七　診
TEL（4411)

　
処置室　：　３３８４／３３９４
事務室　：　３３７３／３３７４

遺伝子診療部

白石　一浩 依藤　　亨 小杉　眞司 藤田　　潤 藤村　　聡

依藤　　亨 藤田　　潤 藤村　　聡 小杉　眞司 富和　清隆　

須賀　英道

岸　　信之 野間　俊一 岡田　　俊 深尾　憲二朗 林　　　晶子

林　　拓二 村井　俊哉 岸本　卓三

岡田　　俊

吉岡　隆一
野間　俊一

野間　俊一 村井　俊哉

林　　　晶子 岸本　卓三 林　　拓二

担当医

担当医担当医

蔵本　伸生

横出　正之

担当医

松森　由希子

和田　　信

松森　由希子

松森　由希子

新患対応医

蔵本　伸生 小 山    弘

深尾　憲二朗 須賀　英道 和田　　信

岸　　信之

新保　卓郎

金城　永治

高橋　　謙

吉岡　隆一

午
後

小 山　　弘

午
前

午
後

浅井　　　篤

前田　健次
午
前

1-A受付 1-B受付総合診療科（Ｌ）

玉城　浩己 白水　倫生

月
曜日

診察室
火

午
前

川那辺　圭一

坪山　直生

水

白水　倫生
大西　英次郎

金木

笠原　勝幸

木

戸口田　淳也 中川　泰彰

金

整形外科（１２０）

月 火 水

新保　卓郎 森本　剛 平　　憲二 金城　永治

根尾　昌志

藤村　　聡

藤林　俊介

小林　雅彦

中山　富貴 

藤林　俊介　

 

青山　朋樹

午
前

午
後

午
前

午
後

新宮　一成 阪上　悌二

平　憲二 金城　永治

新患対応医

小山　弘

午
後

横出　正之
午
後

午
前

平　憲二

森本　剛

午
後

午
前

午
後

浅井　　　篤

午
前

高橋　　謙

午
後

午
前

午
前

午
後

平　憲二

宮澤　大輔蔵本　伸生

前田　健次 小 山    弘

中川　泰彰伊藤　　宣

小林　雅彦

松本　泰一

中村　孝志
新保　卓郎 森本　剛

吉田　　真

前田　健次

前田　健次高橋　　謙

担当医 担当医 担当医

担当医 担当医 担当医

横出　正之 横出　正之 横出　正之

伊藤　　宣

柿木　良介根尾昌志（午前のみ）

中山　富貴 

金

月 火 水 木 金

月 火 水 木



　　　外来診療担当医表　２階　内科系　　（２００４年１２月）　　　　　　　　　　　　　　  京都大学医学部附属病院
TEL751-4425 TEL751-4425 TEL751-4445
FAX751-4435 FAX751-4435 FAX751-4450

曜日 曜日 曜日
診察室 診察室 診察室

肝　臓 消化器 肝臓・消化器 消化器・肝臓 消化器・肝臓 内分泌代謝 神経内分泌 内分泌代謝 内分泌代謝 内分泌代謝 心臓循環器

２０１ ２０９ 中尾　一和(1,3,5週)　 221
TEL（4444） TEL（4440） 佐久間　陽子(2,4週) TEL(4926)

（消内） （消内） （消内） （消内） （消内） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （循環器）

消化器 消化器・肝臓 消化器 消化器・肝臓 消化器・腸疾患 内分泌代謝 甲状腺 内分泌代謝 内分泌代謝 甲状腺 心臓病 心臓病 心臓病 心臓病・運動療法 虚血性心疾患・高脂血症

２０２ ２１０ 222 堀内　久徳
TEL（3684） TEL（4241） TEL（3682） （１，３，５週）

（消内） （消内） （消内） （消内） （消内） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （循環器）

初　診 肝　臓 初　診 心筋症・心不全 心臓循環器 心臓循環器 虚血性心疾患 虚血性心疾患

２０３ TEL751-4425 223

TEL（4368） FAX751-4435 TEL（3683）

（消内） （消内） (消内） 曜日 （循環器） （循環器） (循環器） （循環器） （循環器）

消化器 初　診 肝　臓 肝　臓 診察室 虚血性心疾患 虚血性心疾患 心筋症・心不全 不整脈 心臓循環器

２０４ 糖尿病 糖尿病・肥満 糖尿病 糖尿病・肥満 糖尿病 224
TEL（4369） ２１１ TEL（4455）

（老年） （消内） （消内） （消内） TEL（4434） （循環器） （循環器） （循環器） （循環器） （循環器）

肝　臓 （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） 心臓循環器 心臓循環器 心臓循環器 心臓循環器 心臓循環器

２０５ 鍋島　紀滋 糖尿病・肥満症・高脂血症 糖尿病 糖尿病・肥満 糖尿病・運動療法 糖尿病・栄養 225 西尾　由貴子(午前)

TEL（4298） 第１週は休診 ２１２ TEL（4447） ペースメーカー外来

水曜のみ使用 （消内） TEL（4436） （循環器） （循環器） 担当医（午後） （循環器） （循環器）

消化器 （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） 心臓循環器初診 心臓循環器初診 心臓循環器初診 心臓循環器初診 心臓循環器初診

２６７ 青野　　充 高脂血症・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 226

TEL（4443） (1,3,5週) ２１３ TEL（4448）

水曜のみ使用 （血液） TEL（4437） （循環器） （循環器） （循環器） （循環器） （循環器）

　　 （糖尿） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） 虚血性心疾患・高脂血症 心臓循環器 心臓循環器 虚血性心疾患・高脂血症 心臓循環器

糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 北　徹(１,３,５週)

TEL751-4425 ２１４ 山田　祐一郎 （循環器）

FAX751-4435 TEL（3564） 糖尿病・膵島 227 心臓循環器 担当医(2,4週)

曜日 （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） 山田 祐一郎(午後) TEL（4449） 中村　保幸(２,４週)   

  診察室 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 （循環器） （循環器） （循環器） （循環器） （循環器）

腎疾患・高血圧 腎疾患・高血圧 腎不全透析 腎疾患・高血圧 腎臓・高血圧 ２１５ 藤本　新平
２０６ 吉岡淳子（1,3,5週） TEL（3674） 骨粗鬆症・栄養

TEL（4424） 槙林弘之郎（2,4週） （糖尿病） 田中　清（２,４週午後） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病）
（腎臓） （腎臓） （腎臓） （腎臓） （腎臓） 糖尿病・栄養 糖尿病・栄養 TEL751-4445
高血圧 腎臓・痛風・高血圧 高血圧・血管病 高血圧・副腎 高血圧・血管病 ２１６ FAX751-4450

２０７ 吉岡徹朗（2,4週） TEL（　　　） 曜日
TEL（4426） 田村尚久（1,3,5週） （糖尿病） （糖尿病） 診察室

（内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） （内分泌） 栄養指導 栄養指導 栄養指導 栄養指導 栄養指導 物忘れ外来

腎臓・痛風・高血圧 腎　臓 腎臓・痛風・高血圧 高血圧・腎臓 腎臓・痛風・高血圧 227
２０８ TEL（4449）

TEL（4239） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） 金曜のみ使用 （老年）
（内分泌） （腎臓） （内分泌） （内分泌） （内分泌） 栄養指導 栄養指導 栄養指導 栄養指導 栄養指導 動脈硬化・骨粗鬆症外来 加齢総合外来 加齢総合外来 加齢総合外来 加齢総合外来

腎疾患・高血圧 腎臓・高血圧 栄養指導室 ２２８ 長野     豊
２０５ TEL（4439） TEL（3685） (２，４週）

TEL（4298） (糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） （糖尿病） （老年） （老年） （老年） （老年） （老年）
（腎臓） （腎臓） 老年神経内科 加齢総合外来 加齢総合外来 加齢総合外来 加齢総合外来

腎臓・高血圧 TEL751-4420 ２２９
２０５ FAX751-4421 　 TEL（3686）

TEL（4298） 曜日 （老年） （老年） （老年） （老年） （老年）
（腎臓） 診察室 物忘れ外来 物忘れ外来

  ﾄﾞﾅｰ外来 一　般 一　般 一　般 一　般 ２３４
２６０ 岡崎　俊朗 TEL（4454）

 TEL（4417） (第４週のみ) （老年） （老年）
  （血液） （血液） （血液） （血液） （血液） ※　物忘れ外来は完全予約制

一　般 一　般 一　般 一　般 一　般
２６１

TEL751-4445 TEL（4418） TEL751-4445
FAX751-4450 （血液） （血液） （血液） （血液） （血液） FAX751-4450

曜日 一　般 一　般 一　般 血小板・止血・血栓 一　般 曜日 月 火 水 木 金
診察室 ２６２ 内山　　卓 高山　博史 診察室

初　診 初　診 初　診 初　診 　 TEL（4419） 一戸　辰夫 (第1,3,5週) 一般・てんかん 一　般 一　般 一　般 一般・てんかん

初診室 （血液） （血液） （血液） （血液） （血液） ２３０
TEL（4453） ﾄﾞﾅｰ外来 TEL（3738）

（呼内） （呼内） （呼内） （呼内） ２６３ （神内） （神内） （神内） （神内） （神内）
間質性肺疾患 一　般 腫　瘍 感染症 間質性肺疾患 　 TEL（　　　） 一　般・脳血管障害 一　般 一　般 一　般 一般・脳血管障害

２１８ 伊藤　　穣 （血液） ２３１

TEL（4923） （午後のみ） TEL（3739）
（呼内） （呼内） （呼内） （呼内） （呼内） TEL751-4420 （神内） （神内） （神内） （神内） （神内）
感染症 呼吸管理・睡眠時無呼吸 呼吸管理・睡眠時無呼吸 呼吸管理・睡眠時無呼吸 感染症 FAX751-4421 一　般 一般・パーキンソン病・定位脳手術 一　般・脳血管 一　般 一般・パーキンソン病

２１９ 中村　敬哉 曜日 ２３２
TEL（4575） （午後のみ） 診察室 TEL（4456）

（呼内） （呼内） （呼内） （呼内） （呼内） 免疫・膠原病 免疫・膠原病 免疫・膠原病 免疫・膠原病 免疫・膠原病 （神内） （神内） （神内） （神内） （神内）
腫　瘍 喘息・慢性咳嗽 ＣＯＰＤ 初診・一般 ＣＯＰＤ ２６４ 一　般 一　般・痴呆症 一　般 一　般 一　般

２２０ 新実　彰男 TEL（3680） ２３３

TEL（4925） 松本　久子 （免疫） （免疫） （免疫） （免疫） （免疫） TEL（4457）
（呼内） （呼内） （呼内） （呼内） （呼内） 免疫・膠原病 免疫・膠原病 免疫・膠原病 免疫・膠原病 免疫・膠原病 （神内） （神内） （神内） （神内） （神内）
喘息・慢性咳嗽 喘息・慢性咳嗽 感染症 喘息・慢性咳嗽 ２６５ 吉藤　元(1,2,3,5週） 一　般・運動失調症 一　般

２２１ 新実　彰男 　　　　　 TEL（3681） 免疫・膠原病 ２３４
TEL（4926） 松本　久子 　　　　　 （免疫） （免疫） （免疫） （免疫） 田中　真生（4週） TEL（4454）

（呼内） （呼内） （呼内） （呼内） 免疫・膠原病 免疫・膠原病 （神内） （神内）
２６６

TEL（4568）
　　 （免疫） （免疫）

神経内科（Ｋ）

西岡　弘晶

並木　千尋 (11/16～) 武地　　一

松　林 田中　誠（11/16～） 出木谷　寛 荒井　秀典

荒井　秀典 横出　正之 和田　泰三 若月　芳雄

金

武地　　一　　（1,3,5週）

中井　義勝 細川　雅也

栄養士 栄養士 栄養士

老年科（Ｊ）

月 火 水 木

津田　謹輔 藤本　新平

2-D受付

長嶋　一昭

担当医

2-D受付

山本　孝吉

栄養士 栄養士

家原　典之

江角　泰治

木

栄養士

水

一戸　辰夫

免疫・膠原病科（Ｂ）

栄養士栄養指導室

担当医

室　　繁郎

横井　秀基

伊藤　　裕

長井　幸二郎

濱田　美子(午後)

武田敏也（午前）

担当医

水

向山　政志菅原　照

深津　敦司

中尾　一和 　田村　尚久

益崎　裕章

田中　真生 長岡　研五

細川　雅也

栄養士

長嶋　一昭 山田　祐一郎

栄養士

月 火 水 木

川端　大介

血液・腫瘍科（Ａ）

担当医 岡崎　俊朗 堀　　利行

田中　真生 藤田　　宗

臼井　　崇 藤井　隆夫

吉藤　元(4週）

笹田　昌孝

近藤　忠一

木

今田　和典

向山　政志

藤井　隆夫 三森　経世

家原　典之

澤井　一智

月

曽根　正勝

野村　啓子

火

2-C受付

月

※　１０月１４日（木）より家原Dｒ（２０５）と濱田DR（２０６）が交代になります。

田中　芳徳

呼吸器科（Ｇ）

水 金

妹尾　　浩 仲瀬　裕志

八隅 秀二郎西尾　彰功千葉　　勉

米田　俊貴

木

米田　俊貴

金

青野　　充鍋島　紀滋

2-A受付 腎臓科（Ｄ）

福田　善弘

担当医若月　芳雄

2-B受付 糖尿病・栄養科（Ｆ）

丸澤　宏之 誉田　芳孝

担当医 担当医

2-A受付 消化器科（Ｃ）

福井　広一

金木月木

森山　賢治

月 火

2-C受付

小松　弥郷

循環器科（Ｈ）

荒井　宏司 八十田　明宏須川　秀夫 桝田　　出原田　昌樹 川上　利香 原田　昌樹

金

金

鈴木　春彦

古川　　裕

木村　　剛

静田　　聡

福島　光夫

海老原　健 細田　公則

福田　一仁

西山　慶岸本　千晴 当麻　正直

武田　智美 月山　克史

由井　芳樹神原　直樹
益崎　裕章 　荒井　宏司 伊藤　　 裕

細川　了平藤田　正俊

赤水　尚史

金月 火 水 木

中川　義久

福山　秀直 斎木　英資

長峯　　隆

2-B受付 内分泌・代謝科（Ｅ）

八十田　明宏小松　弥郷

水火

金本　巨哲

松本　理器

冨本　秀和 下濱　　俊 澤田　秀幸

大塚　快信池田　昭夫

河本　恭裕

林　　達也

松森　　昭

木原　康樹 松田　哲也
細田　公則

阿部　充

水

担当医 担当医

火

2-G受付

火月

栄養士

臼井　　崇

火 水 金

松本　久子　

三嶋　理晃　

陳　　和夫　 平井　豊博平井　豊博

三尾　直士 室　　繁郎

中村　敬哉

新実　彰男伊藤　　穣

月

長井　苑子

2-G受付

山原　研一

金

担当医

三尾　直士 長井　苑子

木

担当医

橋川　一雄 花川　　隆 山門　穂高

石川　隆之 門脇　則光

池田　昭夫 冨本　秀和 山本　兼司

担当医

高折　晃史

久米　典昭

久米　典昭 長谷川　浩二(3週） 田村　俊寛

堀内　久徳 木村　　剛 赤尾　昌治 木原　康樹

西尾　佳子  松井　　大 美馬　達哉

河本　恭裕 下濱　　俊

木原　武士



TEL751-3729 TEL751-4420
FAX751-4550 FAX751-4421

画像診断・ＩＶＲ・局所療法

西田　光男 坪井　陽一　 高橋　　克 別所　和久 村上　賢一郎
 　 　 　  
　　 甲状腺 放射線治療

別所　和久 大久保　康則 東　達也（午後） 小久保　雅樹
2,3,4,5週 （最終週のみ）

坪井　陽一 村上　賢一郎 西田光男(2.4週） 放射線治療 治療新患 治療新患 脈　管

　飯田　正人　 大久保　康則 別所和久（１.３.５週） 村上賢一郎(再診)

吉田　和也 山村　　功 ２５６
放射線治療 治療新患 放射線治療

TEL（4565） 小野　公二
（2,4週）

２５７
ポリクリ室 ラジオサージャリー

TEL（3423） 荒木　則雄
高橋　　潤
小倉　昌和
放射線治療 放射線治療 放射線治療 放射線治療 放射線治療

258 平岡　眞寛
TEL（4566） （午前のみ）

治療新患 放射線治療 放射線治療 治療新患 治療新患･脈管新患

259
TEL（4567）

中　　診 中　　診 中　　診 中　　診 中　　診

担当医２ 担当医４ 担当医５ 担当医３ 担当医６

中　　診 中　　診 中　　診 中　　診 中　　診

担当医１１ 担当医８ 担当医９ 担当医１０ 担当医７
高橋克(2.4週）

吉田　和也 大久保康則（1.3.5週） 中　　診 中　　診 中　　診 中　　診 中　　診

　 担当医１ 担当医５ 担当医１３ 担当医 担当医５
顎矯正 組織再生インプラント 顎矯正

西田　光男 西田 光男 甲状腺
高橋　　 克 横江義彦（１．３週） ＲＩ診療棟 　  東　  達也
（１，３，５週） (２，４週） 宮木克明（３週のみ） TEL（3543）

　　 南西担当医１
睡眠呼吸障害 南西放治 南西担当医２
吉田　和也 101 南西担当医３
坪井　陽一 部「中診放射線治療」外来は予約センターで予約を取らないこと
(１．３．５週)　

顎関節 TEL751-3729
村上　賢一郎 FAX751-4550
山村　   功
(２．４週)　
腫瘍外来 顎顔面骨骨折 顎顔面骨骨折 組織再生インプラント

西田　光男 坪井　陽一 別所　和久 坪井　陽一 片岡　大治(午前) 化学療法
山村　   功 山村　   功 　 山村　   功 別所　和久 高橋 潤 

　 高橋　   克 山田　圭介(午後） 織田   雅
　 　

＊　専門外来は、基本的には再診のみです。

高橋　潤（午前）

２３９ ラジオサージャリ（午後）

TEL（4569） 高橋　潤、荒木　則夫 （新患のみ）
神経心理 神経心理

２４０
TEL（4570） （新患のみ）

２４１
TEL（4571）

※　半年以上受診していない患者は、水・木曜でも受診可能
※　ラジオサージェリー外来は午後(受付のみは午前中でも可)

小倉　昌和

三國　信啓 三國　信啓

高橋　　潤 高橋　　淳
担　当　医

水 木 金

片岡　大治

坪井　陽一

溝脇　尚志 永田　　靖 光森　通英

立入　誠司 坂本　隆吏 澁谷　景子 板坂　　聡西田　光男

吉田　和也 吉田　和也 高橋　　克

荒木　則雄

田村　佳代

２３８

２３７

野崎　和彦

北条　雅人

診察室

TEL（3720）

TEL（3722）

２３５

TEL（3721）

２３６

TEL（3719）

曜日

清水　　厳

2-F受付

午
後

午
前

午
前

2-G受付歯科口腔外科（１４０）

木

高藤　洋之

大久保　康則

火 水

別所　和久

金水 木金
診察室

曜日
火

放射線科核医学科（１５０）

高山　賢二

高山　賢二 山内　智香子

月

柴田　登志也(午前）

高藤　洋之

坪井　陽一

高藤　洋之

吉田　和也

２０－２

田村　佳代

２５１
TEL（4548）
予診室１

２０－６

252
TEL（4549）
ポリクリ室
253

TEL（4531）

２０－１

曜日
診察室

月

予診室１

高橋　　克 高橋　　克

田村　佳代

別所　和久

　

吉田　和也 吉田　和也

高橋　　克

清水　　厳 清水　　厳

担　当　医
野崎　和彦

大東祥孝（午後） 大東祥孝（午後）

西田　光男 　 山村　　功

午
前

診
察
室
２
０
番
　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

（
３
７
３
０

）

処置室

２０－９

２０－７

２０－８

２０－４

２０－３

２０－５

255
TEL（4564）

橋本　信夫

250

専
門
外
来

（
午
後

）

２０－３

251

午
後

２０－６

２０－７

月 火

255
TEL(4564)

午
後

永田　　靖

山内　智香子

崔　秉哲

崔　秉哲

脳神経外科（１７０）２－E受付

中澤　和智 高木　康志 北条　雅人

　　　外来診療担当医表　２階　外科系　（200４年１２月）　 京都大学医学部附属病院

菊田　健一郎 菊田　健一郎

高橋　　淳

中診地下（２室）

TEL（3532）

中診地下（３室）

TEL（3532）

中診地下（４室）

TEL（3532）



　　　　　　       外来診療担当医表　３階　（２００４年１２月）　　　　　　　　　　　　　　　　　京都大学医学部附属病院
TEL751-3709 TEL751-3712 TEL751-3700
FAX751-4495 FAX751-4501 FAX751-4501

小児心理 血液 小児心療 一　　般 一　　般 一　　般

友久　久雄
（平家　俊男） （２，４週）

心 臓 代謝内分泌 血液 血液 心 臓 ポリクリ 婦人科外来 女性内分泌 思春期・更年期外来 婦人科外来 一　　般 前立腺癌高度診断治療 一　　般

 Ａ 平海　良美(１．３．５週）

３１２ 鶏内　伸二(２．４週）

TEL（３７１１） 　 代謝内分泌 前立腺癌高度診断治療

Ｂ 319 光森通英(午前)　

TEL(4496) TEL(4521) 溝脇尚志（午前）
心 臓 血液 血液 免疫・アレルギー 神　経 （放射線科）

３１３ 産科外来 産科外来 産科外来 産科外来 産科外来 一　　般 一　　般 一　　般

TEL（4503）
神　経 代謝内分泌 精神発達 代謝内分泌

３１４ 白石　一浩(午後） 婦人科管理外来 婦人科外来 婦人科外来 婦人科外来 婦人科外来

TEL（4504） （１２/８～） 321 万代　昌紀 由良　茂夫 高倉　賢二 樋口　壽宏 福原　　健
一般外来 一般外来 一般外来 一般外来 一般外来 TEL（4498）

３１５ 新患/一般 新患/一般 新患/一般 新患/一般 新患/一般

TEL（4505） 322 妊孕外来 妊孕外来 妊孕外来 妊孕外来 妊孕外来 担当医 　
未熟児 ｱﾚﾙｷﾞｰ ｱﾚﾙｷﾞｰ TEL（4499） 藤原　　浩 明坂　治子 吉岡　信也 江　川 吉岡　信也 膀胱腫瘍 担当医

３１６ TEL（4479） 妊孕外来 西山博之(午後) 　
TEL（4506） 吉岡　信也 一　　般 ｽﾄﾏ 一　　般 一　　般

発達テスト 血液 発達テスト ※　初診及び予約無しで半年以上来院していない患者は診察前に問診票を記入し
３１７ 松原　央 内田　啓子 　 　必ず予診室で予診を受け、その後３１９号室で診察を受けることを原則としています。

TEL（4507） 松浦　ひろみ 大東　美智子 ※　初診外来は担当医が交代で診察します。 尿失禁・排尿障害 尿失禁・排尿障害 腎移植 不　妊（午後）

上田　朋宏 西山博之
TEL751-3709 （3週のみ） 高橋　　毅
FAX751-4495 前立腺生検 前立腺癌高度診断治療

TEL751-3731
FAX751-4525

一診（新患） 一診（新患） 一診（新患） 一診（新患） 一診（新患） ※　不妊外来以外の全ての専門外来は予約制です。
　　 予約外患者さんが来院の場合は診察室へ連絡し、確認をとってください。

咽　頭 ※　（木）不妊外来の受付は、新来１４：００，再来１５：００まで
網膜色素変性 眼窩疾患 ※　（月）（木）前立腺生検外来の受付は１４：００まで

TEL（4481）
咽　頭・口　蓋　裂 人工内耳 音声外来 内耳･中耳外来 TEL751-3714

二　診 糖　尿　病 二　診 二　診 二　診 睡眠時無呼吸障害 金丸眞一（1,3,5週） FAX751-4525
伊藤壽一（2,4週）

斜視・弱視 眼科疾患 二診（一般） 二診（一般） 二診（一般） 二診（一般） 二診（一般） 水泡症/アトピー 結合織疾患/皮膚腫瘍 褥　創 皮膚外科/静脈瘤 皮膚外科/皮膚腫瘍

TEL（4482） ｱﾄﾋﾟｰ/膠原病 松村由美 /腫瘍 /皮膚潰瘍

宇谷　康志 是枝　　哲 是枝　　哲 是枝　　哲
二　診 二　診 二　診 二　診 循　環 ３４１

補聴器外来 TEL（3715）
TEL（4528）

ERG 光線過敏症/リンパ腫 皮膚外科/一　般 アトピー/一般/皮膚潰瘍 乾癬/膠原病

TEL（4483） /皮膚潰瘍

一診（初診） 一診（初診） 一診（初診） 一診（初診） 一診（初診） 松村　由美
緑内障POAG 糖　尿　病 ぶどう膜 網膜循環

TEL（4509）

黄　斑 細胞診 頭頸部腫瘍・甲状腺 蕁麻疹/一般 アトピー/一般 一般 皮膚外科/一　般

TEL（4484） TEL（4527）

緑内障POAG 糖　尿　病 神経眼科 ぶどう膜 網膜循環

音声･腫瘍 難　聴 鼻・副鼻腔 めまい TEL（4510）

黄　斑 白癬/乾癬 脱毛症/一般 皮膚外科/一　般 一般/ざ瘡 アトピー/一般

TEL（4485）
難　聴

緑内障POAG 糖　尿　病 神経眼科 ぶどう膜 網膜循環 TEL（4526）
桐生　純一 TEL（4511）
（１，３週）

黄　斑 鼻・副鼻腔 中耳炎 耳鳴・難聴 音声外来 めまい 一　般 皮膚掻痒症 一　般 一般

TEL（4486）

緑内障NTG 糖　尿　病 神経眼科 ぶどう膜 網膜循環 接触皮膚炎 接触皮膚炎 　

甲状腺･腫瘍 頭頸部腫瘍・甲状腺 TEL（4512） 荒木　絵里 荒木　絵里
TEL（4524） （予約のみ） (医師専用枠）

黄　斑 角　膜　

TEL（4487） 予診室
滲出性中耳炎 中耳炎 耳鳴・難聴 めまい

緑内障SG 糖　尿　病 ぶどう膜 網膜循環

TEL（4514）

黄　斑 頭頸部腫瘍 初　　診 初　　診 初　　診 初　　診 初　　診

TEL（4488） TEL（4523）

緑内障OHT 糖　尿　病 神経眼科 ぶどう膜 網膜循環 外来回診 皮膚神経

新生児乳幼児難聴 音声外来 TEL（3718） 尾崎　元昭
（3週）

ロービジョン 黄　斑 コンタクト

TEL（4489） 予診室
TEL（4522） 頭頸部神経再生

二　診 神経眼科 二　診

TEL（3706）

視力・視野検査 黄　斑 ※　専門外来はすべて予約制 ※　皮膚神経外来の受付は、午後１３：３０～１５：３０まで。　　　　
TEL（4491） 視力・視野検査 生活支援 視力・視野検査 ※　初診と二診の担当医は日々変更の可能性があります。 ※　月曜午後の接触皮膚炎には予約センターでは予約はできません。

高橋　政代 ※　初診担当医は初診の患者のみ診察（Dr宛の紹介状を持参した場合を除く） ※　パッチテストを希望の方は、一度必ず水曜・木曜の加藤医師の診察を受ける必要があります。
　　 水曜午後の外来回診は、予約センターあるいは他科の医師から予約できません。一度皮膚科

※　専門外来は全て予約制です。 TEL751-4836 　　 を受診する必要があります。
FAX751-4938 ※　初診の担当医は変更の可能性があります。また休診などにご注意ください。

金丸　眞一（2，4週）

外来化学療法部（４００）3-G

担当医
３４６

午
後

岩井　詔子
担当医

333
午
後

午
前

担当医 担当医 担当医

宇谷　厚志
332

午
後 宮地　良樹

午
前 宮地　良樹 高橋　健造 松吉　徳久 宮地　良樹

生駒　晃彦
340

午
後

午
前 荒木　絵里 生駒　晃彦 荒木　絵里

午
後

神戸　直智

午
前 猪口　奈緒子

担当医
TEL（4515）
超音波室

月

午
前 松吉　徳久

午
後

TEL（4518）
担当医 中村　英二郎

３３０

TEL（3701）

TEL（4517）

担当医 担当医 担当医

中村　英二郎 伊藤　明宏

３２７

334

午
前

TEL（3703）

曜日

３２９

3-E受付

診察室

335
午
後

336

午
前

338
午
後

田村　芳寛
午
前

午
後

安里　亮

山下　　勝

田中　信三

辻　　純 金丸　眞一 遠藤　　剛

玉木　久信

藤野　清大
３４５

343

午
前 中川 隆之

３４４
藤野　清大辻　純平海　晴一

山本　典生 田中　信三

平海　晴一 田村　哲也

午
後 藤村　　聡

担当医担当医

担当医

　
午
後 松本　昌宏

　
午
前 担当医 担当医 担当医

金

３３９
安里　亮（１，３週） 内藤　　泰

倉田　響介 
TEL（3732）

曜日 月
診察室

大谷　篤史

眼科（０６０）

月 火

担当医

担当医

板谷　正紀

宮本　和明

午
後

午
前

午
前

午
後

3-D受付

TEL（4500）
３２３

324B

３２４A

泌尿器科（１００）

小川　　修

山本　新吾

皮膚科（０９０）

小川　　修

高橋　　毅 担当医 西山　博之 吉村　耕治

担当医

小児科（０８０） 産科婦人科（０７０）

金木 木
診察室

水

予診医師

火

TEL（3710）

小阪　謙三

３２８

TEL（4521）

佐川　典正

高倉　賢二

超音波室

TEL（3702）

３２５

３２６

３０１

診察室
曜日

３－A受付

午
後

３０６

午
後

午
前

３０５

午
前

午
前

午
後

３０８

午
後

午
前

３０７

３１０

午
後

午
前

午
後

３０９

午
前 緑内障G

金
診察室

伊藤　哲之

月 水火
曜日

木

清川　岳彦　 賀本　敏行

小西　光長

Ｂ

Ｂ

3-F受付 耳鼻咽喉科（１１０）

火 水 木

320

Ａ

Ａ

TEL（4497）

午
前

午
前

午
後

高木　　均

３０３

午
後

午
前

午
後

３０４
緑内障G

午
後

午
前

３０２

大谷　篤志

高橋　政代

鈴木　拓也

鈴間　　潔　

渡部　大介　

大石　明生

栗本　雅史

小林　道弘　

平松　英文

水

小林　道弘

渡部　大介

春田　雅俊

田村　　寛

担当医

金木

３３７
TEL（4529）

田村　芳寛

水火

西脇　冬子神戸　直智

松村　由美 高橋　健造

猪口　奈緒子

331

出射　敏宏 中村　元信 出射　敏宏猪口　奈緒子 中村　元信

緑内障G

愛川　裕子

田邉　晶代

高橋　政代

緑内障G

緑内障G

西脇　弘一 平田　裕也 宮脇　貴也

3-B受付

３１１

曜日
診察室

高木　　均

月

ポリクリ

火

田邉　晶代

鈴間　　潔

春田　雅俊

栗本　雅史

高橋　政代

3-C受付

予診医師予診室

月

TEL（4559）

曜日

伊東　宏晃

金

予診医師 予診医師

318

高尾　龍雄

TEL（4502）
刈谷　方俊藤井　信吾

予診医師

土井　　拓

大谷　篤志

西山　佳寿子

後藤　謙元

村上　智昭

万代　道子

大谷　篤志

勝田　英人

宮本　和明

桐生　純一

木

西脇　弘一

吉村　長久

桐生　純一

船曳　和雄
午
前

担当医 担当医

午
後

安里　　亮

高木　　均 
担当医

金

春田　雅俊

鈴間　　潔

湯　　才勇

板谷　正紀

担当医

342

午
前

賀本敏行（午前）

刈谷　方俊
藤原　　浩

樋口　壽宏

松村　謙信鈴木　彩子

宮脇　貴也

山　田

由良　茂夫

福原　　健

佐川　典正 川村　　実

伊東　宏晃

吉岡　信也

　

平家　俊男 小林　道弘

河井　昌彦 楠　　隆 楠　　隆

中瀬　　潤

水

桐生　純一

西山　佳寿子

西脇　弘一宮原　晋介

春田　雅俊

宮本　和明

喜多　美穂里　

緑内障G

足立　壮一 西小森　隆太 加藤　竹雄

加藤　竹雄 河井　昌彦 依藤　　亨

中畑　龍俊 平家　俊男 依藤　　亨

依藤　　亨

黒川　啓二

土井　　拓 足立　壮一



外来診療担当医表　４階　（２００４年１２月）　　　　京都大学医学部附属病院

TEL751-4460 TEL751-4460
FAX751-4462 FAX751-4462

曜日
診察室

初診、食道、胃 初診、一般 初診、肝胆膵、大腸 肝、胆、膵 初診、大腸 心臓外科外来 心臓血管外科外来 心臓血管外科外来

嶋田　裕 嶌原　康行 土井　隆一郎 嶌原　康行 小野寺　久 ４１０
（一外） （二外） （一外） （二外） （一外） TEL（4467）
肝・膵 食道、胃、大腸 胃、大腸 初診、一般 肝、胆、膵 心臓外科外来 心臓外科外来 心臓血管外科外来 小児心臓外科

藤本　康二 長谷川 長山　　聡 猪飼　伊和夫 森　章 ４０９ 池田　　義
（一外） （二外） （一外） （二外） （一外） TEL（4466） (1,3,5週のみ）
説明外来 肝、胆、膵 食道、胃、大腸 食道、胃、大腸 食道、胃、内分泌

担当医 波多野　悦朗 渡辺　　剛 佐藤　誠二 伊丹　淳 ４０８
(一外） （二外） （一外） （二外） （一外） TEL（4465)

食道、胃、乳腺 肝、胆、膵 説明外来 肝、胆、膵 説明外来

川口　義弥 猪飼　伊和夫 担当医 田浦　康二朗 担当医
（一外） （二外） （一外） （二外） (一外） TEL751-4460
乳　　　腺 乳　　　腺 乳腺（午後） 乳　　　腺 デイサージャリー FAX751-4462

植野　正也（午後） 加藤　大典 担当医 加藤　大典 加藤　大典 曜日
（二外） （二外） （二外） （二外） （二外） 診察室
乳　　　腺 乳腺新患 乳　　　腺 一般 唇裂・口蓋裂 一般（午前）

稲本　　俊 稲本　　俊 稲本　　俊 ４０６ 顔面外傷 手足再建・乳房外科(午後）

（二外） （二外） （二外） TEL（4463）
乳腺処置 乳腺説明 乳腺処置

担当医 稲本　俊（午後） 担当医 一般 唇裂・口蓋裂
（二外） （二外） （二外） ４０７

移植、肝ドナー 小児、移植 処　置 移　植 説明外来 TEL（4464） 沢辺　一馬
高田　泰次（午後） 坂本　靖介(午前) 担当医 担当医 言語
（移植外科） （小児外、移植外） （移植外科） （二外） ４０８ 竹内　真理子
移植、肝ドナー 移　　植 ストマー(午後） 移植、肝ドナー 膵島移植 TEL（4465） （２，４週）
江川　浩人(午後) 江川　浩人 小野寺久/三富陽子 瓜生原　健嗣 松本  慎一(午後)
（移植外科） （移植外科） （一外） （移植外科） （移植外科）

移　　植 移　　植 移植 肝、胆、膵(午後） TEL751-3415
尾池　文隆（午後） 小崎　浩一 上田　幹子 藤井　英明 FAX751-4591
（移植外科） （移植外科） （移植外科） （二外） 曜日

移植、肝ドナー 診察室
小川　晃平 和田　洋己
（移植外科） ４０３ （新患専用）

デイサージャリー(午後） TEL（4927） 肺移植外来

加藤　大典 担当医（午後のみ）

（二外） 　
　 初　診 初　診 ４０４ 足立　匡司 田中　文啓

担当医 担当医 TEL（4928） 　
（移植外科） （移植外科）

※　２外科の高圧酸素は午後のみ、新患は月曜、水曜受付不可 410
※　移外の受付　月曜日は１２：００～１４：３０ TEL（４９７５）

TEL751-3415
FAX751-4591

曜日
診察室

角山　正博 久野　太三 角山　正博
４０５ 池上　直行 池上　直行 久野　太三

TEL（3442） 正田　丈裕 正田　丈裕

笠原　群生

手の機能･形態
の再建,先天異

常

　　TEL(3243)

乳房形成

408
TEL（４４６５）

移植医療部情報室

409
TEL（4466)

TEL（3691）

４１９
TEL（3690）

４１７
TEL（3693）

４１８

４１６
TEL（3787）

416(午後）

４１５
TEL（4472）

TEL（4470）

４１４
TEL（4471）

４１２
TEL（4469）

４１３

４１１
TEL（4468）

4-E受付 M　外科
曜日

金
診察室

山脇　聖子

鈴木　茂彦
鈴木　義久

森本　尚樹
川添　　剛

金木水

佐地　嘉章

月 火

米田　正始 中島　博之

心臓血管外科（２２０）

4-E受付

火月

4-E受付

  大野　暢久　池田　　義

森本　尚樹

月

麻酔科（１６０）

木

水

形成外科（１９０）

木

仁科　　健

柳原　一広

金水火

張　　弘冨

木

鈴木　茂彦

金水

鈴木　義久

金

花岡　伸治 和田　洋己

月 火

呼吸器外科（３９０）

月 火 水 木

4-D受付

坂東　　徹 福瀬　達郎

片倉　浩理

4-D受付

阪井　宏彰 李　　美於

※　デイサージャリー受付　　（内線４５８０）




